




【使用法】

.基本的な接続

(1) 発振器出力を測定す~回路に入力し、その回路の出力を信号測定器に入力じます。

(2)発振器の周波数を設定します。

(3)ファンクシヨン・スイッチで測定項目を選択します。雑音レベル、歪み率以外はすべてrV'dBV'WJポジションで
測定します。

-周波数特性の測定

(1)一般には出力の偏差をdB目盛で読み取ります。 (dBV目盛は、 1Vを規準とした信号レベルです)

-パワーの測定

(1)アンプ出力を8Qのダミー揺抗に加え、その両端の電圧力、6測定じます。ダミ一億抗が4Qのときは読取値を2倍、
6Qのときは1.33倍 (8/6)します。

(2)電圧計1Vレンジでは、パワー計は0.15WFSです。以下同様に10dB下げる毎にパワー計のフルスケールは
1/10になります。

.SN比の測定
(1)ファンクション・スイッチのrV'dBV. WJポジシヨンで信号レベルを読みます。(通常1kHzを使用します)

(2)アンプの入力端子をショー卜します。(または1kQでターミネー卜します)

(3)ファンクション・スイッチをノイズ(A)に入れて雑音レベルを読みます。信号レベルとの差がSN比です。
(このときの雑音レベルは聴感補正用A特性のフィルターがかけられています)

-歪み率の測定

(1)パワーアンプの場合は負荷の8Qダミーロードの両端から、その他のアンプでは負荷鑓抗の両端からの電圧を
信号測定器部に入力じます。

(2)rファンクション・スイッチ」をrDIS-W (出力パワー苅歪み率測定)JまたはrDIS-V (電圧対歪み率測定)Jに
入れます。

(3)歪み率計部の周波数選択スイッチで測定周波数を選びます。

(4)歪み率計部の「入力レベル切替スイッチ」で、適正なレンジを選択じます。上部のランプが点灯レなければ
測定レベルは適正です。

(5)測定レンジ切曾スイッチでメーターの指針がな否ベく大きな値を示すように、スイッチを操作します。その
スイッチの指示してい否フルスケールの目盛りから、測定値を読み取ります。

(6)歪み率測定周波数選択スイッチの左端にあるrCAL-1kJのポジションは、自動化されているレベルセットの
確認で、指針がrLSJの位置より0.5dB以上ずれているときはケース横の調整孔から調整します。

.歪み成分の分析

(1)rモニターアウト」の端子には歪み成分の信号が出ていますから、 FF丁、波形分析機等を使用して分析します。

(2) rモニターアウhの出力レベルはrFS時=0.316V Jです。

【例】 歪み率測定レンジが0.1%1こ置かれ、歪み成分により指針がフルスケールを指したとす否と、

「モニターアウト」端子には0.316Vの電圧が出てきます。したがって、 FF丁、周波数分析機の
入力を0.136V= 0.1%に校正すればOKということです。
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